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議会だより議会だより
おおはる

　

5
月
12
日
に
臨
時
会
を
開

き
、
議
長
・
副
議
長
の
選
出
な

ど
と
、
町
税
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
に
伴
う
専
決
処
分
を
承
認

し
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
４
日

に
開
会
し
、
16
日
間
の
会
期
で

行
い
ま
し
た
。

物
価
高
騰
重
点
支
援
給
付

金
事
業
な
ど
を
含
む
一
般
会
計

補
正
予
算
と
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
条
例
の
制
定
、
意
見
書
な
ど

を
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
監
査
委
員
の
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。

― 

６
月
定
例
会 

―

　　

体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事　　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

請
負
契
約
を
議
決

請
負
契
約
を
議
決  

議　決　結　果

●
町
税
条
例
の
改
正

　

新
基
準
の
原
動
機
付
バ
イ
ク

の
税
率
な
ど
を
定
め
ま
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

　

国
保
税
の
限
度
額
を
引
き
上

げ
ま
し
た
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算

▼
物
価
高
騰
重
点
支
援
給
付
金

事
業
費
（
不
足
額
給
付
分
）　

　
　
　
　

９
３
９
３
万
３
千
円

①
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
調

整
給
付
金
と
、
本
来
給
付
す
べ

き
額
を
再
計
算
し
た
結
果
、
不

足
が
生
じ
る
方
に
差
額
を
支
給

し
ま
す
。
対
象
者
に
は
町
か
ら

案
内
文
書
を
送
付
し
ま
す
。

②
本
人
及
び
扶
養
親
族
な
ど
と

し
て
定
額
減
税
対
象
外
で
あ

り
、
か
つ
低
所
得
世
帯
向
け
給

付
の
対
象
世
帯
に
も
該
当
し
な

か
っ
た
方
に
原
則
一
律
４
万
円

を
支
給
し
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。

●
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定

　

来
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
実

施
す
る
施
設
を
認
可
す
る
た
め

の
条
例
で
す
。

＊
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

　
（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）

　

保
育
所
な
ど
に
通
っ
て
い
な

い
０
歳
６
カ
月
か
ら
満
３
歳
未

満
の
子
ど
も
が
対
象
で
す
。

　

保
育
所
な
ど
の
施
設
で
、
月

10
時
間
ま
で
の
預
か
り
を
行
う

こ
と
で
、
集
団
生
活
の
機
会
を

通
じ
た
子
ど
も
の
成
長
を
促
す

制
度
で
す
。

    

新
た
な
議
会
構
成
を
決
定

青空の下、力いっぱい頑張りました　ー大治小学校・大治南小学校ー　（大治西小学校は秋に開催予定です）　　　

▼
物
価
高
騰
対
策
支
援
金
交
付

事
業
費
（
事
業
者
支
援
分
）

　
　
　
　

４
５
０
７
万
３
千
円

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

い
る
中
小
企
業
者
な
ど
に
対

し
、
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
基
準
日
】
令
和
７
年
１
月
１
日

【
交
付
対
象
者
】　

①
法
人　

町
内
に
事
業
所

を
開
設
し
て
い
る
資
本
金

１
０
０
０
万
円
以
下
の
中
小
企
業

②
個
人
事
業
者　

確
定
申
告
し

て
い
る
個
人
事
業
者
の
う
ち
事

業
収
入
（
営
業
等
、
農
業
）
が

あ
り
、
町
内
に
住
所
ま
た
は
事

業
所
を
開
設
し
て
い
る
方

【
支
援
金
額
】　
　

一
律
５
万
円

＊
申
請
が
必
要
。
先
着
で
予
算

に
達
し
次
第
、
終
了
し
ま
す
。

【
専
決
処
分
】
緊
急
事
案
に

よ
り
議
会
を
招
集
す
る
こ
と

が
困
難
な
た
め
、
議
会
の
議

決
を
得
ず
に
町
長
が
意
思
決

定
し
た
も
の
で
、
次
の
議
会

で
報
告
・
承
認
が
必
要
で
す
。

 

― 

５
月
臨
時
会 

―

　
池
田

耕
介

　
八
神

太
紀

　
手
嶋
い
ず
み

後
藤
田
麻
美
子

　
鈴
木

康
友

鈴
木
　
満

　
三
輪

明
広

　
若
山

照
洋

（
議
長
）

　
松
本

英
隆

林
　
健
児

　
𠮷𠮷
原

経
夫

林
　
哲
秀

結
果

町税条例の一部改正（専決） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇
承
認

国民健康保険税条例の一部改正（専決） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇
承
認

令和７年度一般会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇
可
決

パートタイム会計年度任用職員の給与及
び費用弁償に関する条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇
可
決

乳児等通園支援事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の制定

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 ✖ 〇
可
決

土地開発基金条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇
可
決

町税条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇
可
決

町議会の議員及び長の選挙における選挙
運動の公費負担に関する条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇
可
決

工事請負契約（土地改良施設維持管理適正化
事業　円楽寺第二排水機場口径900㎜ポンプ
オーバーホール）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇
可
決

工事請負契約（小中学校体育館等空調設
備設置工事）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇
可
決

監査委員の選任（松本英隆議員）
　※採決に本人は加わりません

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― ― 〇 〇 〇
同
意

日本政府に核兵器禁止条約の参加・調
印・批准を求める意見書

〇 〇 ✖ ✖ 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇
可
決

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

（〇…賛成、✖…反対）

   議長は採決に加わりません。



おおはる議会だより（2）

スマホから簡単
に見られます！

　

　　
公
園
に
お
け
る
ボ
ー
ル
遊
び
に
つ
い
て
問
う

公
園
に
お
け
る
ボ
ー
ル
遊
び
に
つ
い
て
問
う

旧知の友人とのプライベートでの飲食だった

町
長　

食
事
を
し
た
の
は
事
実
で
あ
る

が
、旧
知
の
友
人
で
あ
り
、便
宜
を
図
っ

た
こ
と
も
、
便
宜
を
要
請
さ
れ
た
こ
と

も
な
い
。

福
祉
部
長　

業
務
の
一
環
で
昼
食
を
取

り
な
が
ら
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
誤
解
を
招
か
な
い
よ
う
、

担
当
職
員
に
は
注
意
し
た
。

教
育
部
長　

社
会
教
育
法
に
は
抵
触
し

な
い
と
考
え
る
。 

    

　
町
長
が
町

制
施
行
50
周

年
記
念
曲
の

作
詞
・
作
曲

者
や
記
念
曲

作
成
業
務
の
委
託
先
代
表
者
と
飲
酒
を

伴
う
食
事
を
し
て
い
る
写
真
、さ
ら
に
、

１
０
０
歳
大
学
委
託
事
業
の
担
当
職
員

と
委
託
先
代
表
者
を
含
ん
だ
食
事
会
の

写
真
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ

れ
て
い
た
。
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
町
長
個
人
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
に
は
、
公
民
館
の
「
雛
の
吊
る
し
飾

り
」の
前
で
、自
民
党
議
員
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。不
適
切
で
あ
る
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　　
町
長
と
し
て
疑
惑
を
持
た
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

町
長
と
し
て
疑
惑
を
持
た
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

  𠮷
よしはら

原　経
つ ね お

夫

　　
人
材
確
保
と
人
事
管
理
の
課
題
に
つ
い
て

人
材
確
保
と
人
事
管
理
の
課
題
に
つ
い
て

　
　

総
務
部
長　

本
町
の
公
共
施
設
で
授
乳

室
が
あ
る
の
は
、
は
る
っ
子
ハ
ウ
ス
だ

け
で
、
他
の
施
設
で
は
、
利
用
者
か
ら

要
望
が
あ
れ
ば
、
空
い
て
る
部
屋
を
活

用
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。

　

町
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
赤

ち
ゃ
ん
の
駅｣

（
乳
幼
児
の
親
子
が
授

乳
や
お
む
つ
替
え
の
た
め
に
立
ち
寄
る

場
所
）
に
搾
乳
マ
ー
ク
を
追
加
し
、
掲

示
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　　
公
共
施
設
に
「
搾
乳
で
き
ま
す
マ
ー
ク
」
の
表
示
を

公
共
施
設
に
「
搾
乳
で
き
ま
す
マ
ー
ク
」
の
表
示
を

  

　
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
で
、

外
出
先
で
搾

乳
が
必
要
な

産
後
の
お
母

さ
ん
が
い
る
。

　

し
か
し
、
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
で
な
い

場
合
に
は
、
公
共
施
設
に
あ
る
授
乳
室

に
「
な
ぜ
一
人
で
入
る
の
か
」
と
の
声

も
あ
り
、
利
用
を
た
め
ら
う
と
の
声
が

あ
っ
た
。

　

愛
知
県
で
は
、
支
援
の
一
環
と
し
て

「
搾
乳
で
も
利
用
い
た
だ
け
ま
す
」
と

い
う
マ
ー
ク
が
、
公
共
施
設
や
商
業
施

設
な
ど
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
で
も
「
搾
乳
の
み
の
利
用
も
で

き
ま
す
」
と
い
う
マ
ー
ク
を
表
示
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

 後
ご と う だ

藤田 麻
ま み こ

美子

「搾乳マーク」を追加し掲示していく

議議 会会 構構 成成

若
わかやま

山　照
あきひろ

洋鈴
す ず き

木　満
みつる

●
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　

予
算
・
決
算
、
基
金
の
設
置

な
ど
に
関
す
る
こ
と
を
審
査
し

ま
す
。

　
　
　
　
　

◎
鈴
木　
　

満

　
　
　
　
　

〇
林　
　

健
児

　
　
　
　
　
（
委
員
は
全
議
員
）

●
総
務
建
設
常
任
委
員
会

　

総
務
部
・
建
設
部
な
ど
に
関

す
る
議
案
を
審
査
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

◎
三
輪　

明
広

　
　
　
　

   

〇
後
藤
田
麻
美
子

　
　
　
　
　
　

八
神　

太
紀

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

康
友

　
　
　
　
　
　

若
山　

照
洋

　
　
　
　
　
　
𠮷
原　

経
夫

●
議
会
制
度
改
革
等
特
別
委
員
会

　

議
会
報
告
会
の
開
催
、
議
会

活
動
の
あ
り
方
や
活
性
化
な
ど

を
調
査
・
協
議
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

◎
松
本　

英
隆

　
　
　
　
　

〇
林　
　

健
児

　
　
　
　
　
（
委
員
は
全
議
員
）

●
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

広
報
紙
の
編
集
、
議
会
の
広

報
・
広
聴
に
関
し
、
調
査
研
究

し
ま
す
。

　
　
　
　
　

◎
𠮷
原　

経
夫

　
　
　
　
　

〇
三
輪　

明
広

　
　
　
　
　
　

池
田　

耕
介

　
　
　
　
　
　

八
神　

太
紀

　
　
　
　
　
　

手
嶋
い
ず
み

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

康
友

　
　
　
　
　
　

鈴
木　
　

満　

●
監
査
委
員（
６
月
議
会
で
選
任
）

松
まつもと

本　英
ひでたか

隆

●
議
会
運
営
委
員
会

　

議
案
の
取
り
扱
い
な
ど
議
会

運
営
に
関
す
る
こ
と
を
協
議
し

ま
す
。

　
　
　
　
　

◎
林　
　

健
児

　
　
　
　
　

〇
松
本　

英
隆

　
　
　
　
　
　

手
嶋
い
ず
み

　
　
　
　
　
　

三
輪　

明
広

　
　
　
　
　
　

𠮷
原　

経
夫

　
　
　
　
　
　

林　
　

哲
秀

●
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

福
祉
部
・
教
育
委
員
会
に
関

す
る
議
案
を
審
査
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

◎
手
嶋
い
ず
み

　
　
　
　
　

〇
林　
　

哲
秀

　
　
　
　
　
　

池
田　

耕
介

　
　
　
　
　
　

鈴
木　
　

満

　
　
　
　
　
　

松
本　

英
隆

　
　
　
　
　
　

林　
　

健
児

●
議
会
災
害
対
策
特
別
委
員
会

　

議
会
や
議
員
の
災
害
対
応
に

関
す
る
こ
と
を
調
査
・
協
議
し

ま
す
。

　
　
　
　
　

◎
後
藤
田
麻
美
子

　
　
　
　
　

〇
林　
　

哲
秀

　
　
　
　
　
（
委
員
は
全
議
員
）

　次の意見書を可決し、国に提出しました。

■日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書

　被爆 80 年を迎える今年こそ、原爆被害を体験した国である日本の政

府に、速やかに核兵器禁止条約に参加・調印・批准することを強く求める。

　【提出先】　内閣総理大臣、外務大臣

意　見　書意　見　書

50 周年 記念曲

　５月臨時会で、議会の構成を変更しました。

　委員会の、◎は委員長、〇は副委員長です。

行政改革推進委員会行政改革推進委員会

　令和 7 年度 第 1 回 行政改革推進委員会が 5 月 22 日に開催されまし

た。林健児議員と𠮷原経夫議員が議会を代表して出席し、緊急行財政改

革プラン策定に至る経緯の説明を受け、行財政改革の方針について審議

しました。

　次回は 8 月の開催が予定されています。

掲示されたマーク

●
議
長

●
副
議
長

●
初
め
て
の
就
任
、
心
境
は
？

議
長　

議
長
就
任
と
と
も
に
、
海
部
郡
議
長

　

会
の
会
長
と
県
町
村
議
会
議
長
会
の
副
会

　

長
と
い
う
大
役
も
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

　

し
た
。
光
栄
で
す
が
、
責
任
の
重
大
さ
を

　

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。

副
議
長　

副
議
長
と
い
う
重
責
を
担

　

う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
職
責
の
重

　

み
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

●
６
月
議
会
の
感
想
は
？

議
長　

緊
張
し
な
が
ら
議
長
席
に
座
っ
た
と
き
に
、
今
ま

　

で
の
議
席
か
ら
の
眺
め
と
全
く
違
う
景
色
で
、
さ
ら
に

　

緊
張
感
が
増
し
ま
し
た
。

●
町
民
の
皆
さ
ん
に
ひ
と
こ
と
！

議
長　

町
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
た
本
町
の
、
こ
の
先
の
５
年
10

　

年
、
そ
し
て
そ
の
先
に
「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
」「
全
て
の
人

　

に
優
し
い
ま
ち
」
を
目
指
し
、
生
ま
れ
育
っ
た
大
好
き
な
大
治

　

町
の
た
め
に
、
自
分
ら
し
く
務
め
て
い
き
ま
す
。

副
議
長　

議
長
を
補
佐
し
、
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
に
尽
力
し
て

　

い
き
ま
す
。

正副議長に聞く正副議長に聞く

大治町町制施行５０周年記念曲 『 OOhh!!  ははるるララブブ 』 

みみみみ みんなの歌声
うたごえ

で ファファファファ ファイトがみなぎるよ 

 

空
そら

にむかってラ・シ・ド さぁ！みんなで歌
うた

いましょう 

 

大治
おおはる

の空
そら

に 大治
おおはる

の夢
ゆめ

をえがこう はるちゃんも一緒
いっしょ

に 楽
たの

しい大治町
おおはるちょう

 

 

みみみみ みんなで手
て

をたたけば ファファファファ ファイトの鐘
かね

がなる 

 

空
そら

を見上げてラ・シ・ド さぁ！みんなで踊
おど

りましょう 

 

大治
おおはる

の風
かぜ

に 大治
おおはる

の夢
ゆめ

をのせて あなたと私
わたし

の みんなの大治
おおはる

町 

 

みみみみ みんなで笑
わら

いあえば ファファファファ ファイトがはじけるよ 

 

空
そら

に向
む

かってラ・シ・ド さぁ！みんなで笑
わら

いましょう 

 

大治
おおはる

の空
そら

に 大治
おおはる

の虹
にじ

をかけよう みんなの未来
み ら い

が 七色
なないろ

に輝
かがや

く 

 

はるちゃんもニコニコ 大好
だ い す

き大治
おおはる

町 

大治町町制施行５０周年記念曲 

『 OOhh!!  ははるるララブブ 』
作作詞詞・・作作曲曲：：ままほほろろばば遊遊  

 

 

 

GO
ゴ ー

！ GO
ゴ ー

！ 大治町
おおはるちょう

！  

レッツゴー レッツゴー 大治町
おおはるちょう

 

空
そ ら

広
ひ ろ

がり 赤
あか

しそ燃
も

ゆる 

はるちゃんと一緒
いっしょ

に 

元気
げ ん き

な大治町
おおはるちょう

 

 

 

続
つづ

く未来
み ら い

 みんなの笑顔
え が お

が 

まあるく繋
つな

がり 

元気
げ ん き

な大治町
おおはるちょう

 

 

 

GO
ゴ ー

! GO
ゴ ー

! 大治町
おおはるちょう

！  

レッツゴー レッツゴー 大治町
おおはるちょう

 

５０
ごじゅう

、６０
ろくじゅう

、７０
ななじゅう

、８０
はちじゅう

、９０
きゅうじゅう

、１００
ひ ゃ く

 

キラキラキラキラ 

大治町
おおはるちょう

！ 

大大治治町町応応援援歌歌  

作作詞詞・・作作曲曲：：ままほほろろばば遊遊  

役場庁舎前の花壇
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ずばり直言！ ずばり直言！ 一 般 質 問一 般 質 問
一般質問とは、議員が自身の考えや町民の声をもとに、町政全般について質問することです。質問と答弁を要約してお知らせします。

教
育
部
長　

①
学
校
規
模
が
大
き
く
、

人
数
が
多
い
分
、
児
童
生
徒
や
保
護
者

の
考
え
が
多
様
化
す
る
。
②
相
談
体
制

の
拡
充
が
重
要
。
子
ど
も
応
援
本
部
の

設
置
以
降
、
他
機
関
と
連
携
し
て
課
題

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

③
毎
年
、
各
学
校
で
課
題
が
浮
か
び
上

が
り
、
取
り
組
み
を
見
直
し
て
い
る
。

④
児
童
生
徒
、
教
職
員
が
幸
せ
や
生
き

が
い
を
感
じ
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
。

子どもに大切なのは人生をかじ取りする力

　　
大
治
町
を
支
え
る
学
校
教
育
の
未
来
を
問
う

大
治
町
を
支
え
る
学
校
教
育
の
未
来
を
問
う

 池
い け だ

田　耕
こうすけ

介 　

大
治
町
は
、

県
内
有
数
の

子
ど
も
が
多

い
町
で
あ
る
。

町
の
未
来
を

考
え
る
上
で
、
小
中
学
校
の
果
た
す
役

割
と
責
任
が
、
非
常
に
大
き
い
。

①
町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
現
在
の

本
町
の
「
地
域
の
実
情
」
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

②
「
地
域
の
実
情
」
を
捉
え
た
上
で
、

本
町
の
教
育
に
お
け
る
課
題
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

ま
た
、
そ
の
効
果
は
。

③
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
、改
善
に
努
め
て
い
る
か
。

④
今
後
の
大
治
町
の
教
育
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　

令
和
７
年

度
国
民
健
康

保
険
特
別
会

計
は
、
支
払

準
備
基
金
が

な
く
な
り
、
繰
越
金
も
見
込
め
な
い
中

で
の
予
算
編
成
と
な
っ
た
。

　

県
へ
の
事
業
納
付
金
の
大
部
分
を
国

民
健
康
保
険
税
で
賄
う
必
要
が
あ
る

が
、
急
激
な
税
率
引
き
上
げ
を
緩
和
す

る
た
め
、
７
年
度
は
一
般
会
計
か
ら
約

８
２
０
０
万
円
を
繰
り
入
れ
て
い
る
。

ま
た
、
８
年
度
は
約
６
０
０
０
万
円
、

９
年
度
が
約
３
０
０
０
万
円
繰
り
入
れ

す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
著
し
い
一
般
会
計

の
財
源
不
足
の
状
況
に
お
い
て
、
計
画

ど
お
り
に
繰
り
入
れ
は
可
能
な
の
か
。

福
祉
部
長　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
は
、
今
後
の
状
況
次
第
で
あ
る
。

　

県
に
納
め
る
事
業
納
付
金
の
算
定
を

注
視
し
つ
つ
、
税
率
改
定
、
収
納
率
向

上
へ
の
対
策
を
行
い
、
赤
字
削
減
に
努

め
、
国
保
会
計
の
自
立
化
を
含
め
安
定

的
な
運
営
を
図
っ
て
い
く
。

　

し
か
し
、
町
財
政
を
鑑
み
た
と
き
、

県
の
示
す
標
準
税
率
ま
で
の
引
き
上
げ

を
前
倒
し
す
る
検
討
も
必
要
で
あ
る
。

引き上げ前倒しの検討も必要

どうなる保険税

 鈴
す ず き

木　康
やすとも

友

　　
今
後
の
国
保
税
は
ど
う
な
る

今
後
の
国
保
税
は
ど
う
な
る

ボール遊びを認めることはできない

　　
公
園
に
お
け
る
ボ
ー
ル
遊
び
に
つ
い
て
問
う

公
園
に
お
け
る
ボ
ー
ル
遊
び
に
つ
い
て
問
う

福
祉
部
長　

ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
は
、
周
辺
の
住
環
境
が

変
わ
る
た
め
、
近
隣
の
賛
同
を
得
る
こ

と
は
難
し
い
。
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る

場
所
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
実
現
可

能
な
施
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

建
設
部
長　

長
牧
調
整
池
公
園
の
当
日

利
用
を
可
能
と
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

利
用
時
間
を
延
長
し
て
い
く
方
向
で
検

討
し
て
い
く
。

　

町
内
の
公

園
で
は
、
ボ

ー
ル
遊
び
禁

止
と
い
う
方

針
が
取
ら
れ

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ボ
ー

ル
遊
び
は
、
協
調
性
や
運
動
能
力
、
社

会
性
を
育
む
大
切
な
遊
び
で
あ
る
。

　

比
較
的
広
い
長
牧
調
整
池
公
園
や
浄

水
場
公
園
に
お
い
て
、
一
定
の
ル
ー
ル

を
決
め
、
ボ
ー
ル
遊
び
を
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

　

長
牧
調
整
池
公
園
の
利
用
に
は
、
３

日
前
ま
で
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
る
。

空
い
て
い
れ
ば
当
日
で
も
利
用
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
利
用
時
間
を
延
長
す
る

考
え
は
。

　

 

 手
て じ ま

嶋　いずみ

　

即戦力になるよう人材育成に努める

総
務
部
長　
①
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
効
率
的
な
行
政
を
目
指
し
て
人
事
配

置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
②
階
層
別
や

テ
ー
マ
別
に
実
施
。
接
遇
や
О
Ｊ
Ｔ

（
実
地
研
修
）
も
導
入
。
③
職
員
の
離

職
や
定
年
に
備
え
、
職
場
環
境
改
善
、

人
材
育
成
、
経
験
の
継
承
、
再
任
用
制

度
や
、
一
度
町
を
退
職
し
た
方
を
再
び

採
用
す
る
キ
ャ
リ
ア
・
リ
タ
ー
ン
制

度
に
よ
る
人
材
確
保
を
進
め
て
い
る
。 

　　
人
材
確
保
と
人
事
管
理
の
課
題
に
つ
い
て

人
材
確
保
と
人
事
管
理
の
課
題
に
つ
い
て

  

　
日
本
全
体

で
少
子
高
齢

化
に
伴
う
労

働
力
不
足
が

深
刻
化
す
る

中
、
公
務
員
の
人
材
確
保
も
難
し
く
な

っ
て
い
る
。

　

本
町
で
も
、
近
年
多
く
の
職
員
の
離

職
が
続
き
、
新
規
職
員
の
即
戦
力
化
に

は
時
間
を
要
す
る
状
況
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
職
員
の
適
切
な
配
置

や
育
成
が
重
要
と
考
え
、
以
下
の
点
に

つ
い
て
伺
う
。

①
人
事
配
置
の
方
針
や
評
価
基
準

②
研
修
や
教
育
の
実
施
状
況

③
人
材
確
保
・
人
事
管
理
に
関
す
る
課

題
認
識
と
対
応
策
に
つ
い
て

目的に合った研修を

 八
や が み

神　太
た い き

紀

令和 年度予算 令和 年度予算
①現年課税分
（収納率）

5億8380万円
（約91％）

5億9691万円
（90％）

②繰越金 7468万円 300万円

③支払準備基金
（国保の貯金） 8100万円 0万円

④事業費納付金 9億6860万円 9億1628万円

令令和和77年年度度 国国保保特特別別会会計計のの状状況況 ※金額は千単位切り捨て

町
制
50
年　

町
議
会
の
こ
れ
ま
で

　昭和 50 年 5 月 9 日、改選後の臨時会で初代の町議会議長に川崎正治

氏が選出されてから 50 年、令和 7 年 5 月 12 日に臨時会で第 28 代議長

として若山照洋氏を選出しました。50 年間で町議会議員として選出され

た人は 84 人、うち 15 人が議長を務めました。

　最初の投票所は、西条（西条公会堂）、砂子（砂子

公会堂）、東条（東昌寺）の３カ所でした。その後、

有権者の増加と投票所の便宜を考え、昭和 40 年か

ら５カ所、昭和 52 年には６カ所に増設され、現在

に至っています。

　現在の議員が選挙された令和５年４月 23 日の町議会議員選挙の投票

率は、34.51％でしたが、（有権者数 26,158 人中　投票者数 9,028 人）

今から 50 年前、昭和 50 年 4 月 27 日の町議会議員選挙では、西条投票

区 81％、花常投票区 84％、馬島投票区 81％、東条投票区 90％、砂子

投票区 84％、全体では約 84％（有権者数 10,729 人中　投票者数 9,001

人）と投票率は今より 2 倍以上高い数字となっていました。

　人口を議員数で割ると、一人の議員が担当する人口の目安がわか

ります。

　この数字を踏まえて、現在の議員定数が多いのか、少ないのか。

　皆さまはどうお感じでしょうか。

東條・東昌寺跡地

相談専用ダイヤル
080-4338-3969

単位：人

議員定数 人口 人 ÷ 議員数

　第１回村議会議員選挙
　昭和22年４月30日
　第５回村議会議員選挙
　昭和38年４月30日
　第１回町議会議員選挙
　昭和50年４月22日
　第９回町議会議員選挙
　平成19年4月22日
　第10回町議会議員選挙
　平成23年４月24日
　第13回町議会議員選挙
　令和５年４月23日
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９月定例会  日程（案）
　

　８月２７日（水）議会運営委員会

　９月　３日（水）開会　上程・提案説明

　　　　８日（月）一般質問

　　　　９日（火）質疑

　　　１１日（木）総務建設常任委員会

　　　　　　　   　予算決算常任委員会（総務建設分科会）

　　　１２日（金）文教厚生常任委員会

　　　　　　　　   　予算決算常任委員会（文教厚生分科会）

　　　１９日（金）予算決算常任委員会

          　　　　　　 採決　閉会

※午前 10 時開催です。日程などは変更となる場合があります。

　請願・陳情書は８月２0 日（水）受付分まで取り扱います。

　定例会日程は、町ホームページにも掲載しています。

委
員
長
の
ひ
と
り
ご
と
…

▼
大
治
町
議
会
は
、
議
長
・
副
議
長
・
常
任
委
員
会
の
委
員
な

ど
、
２
年
ご
と
に
議
会
構
成
を
変
え
て
い
ま
す
。

　

今
期
は
、
５
月
12
日
の
臨
時
会
で
新
た
な
議
会
構
成
に
な
り

ま
し
た
。
議
会
広
報
特
別
委
員
会
は
、
引
き
続
き
私
が
委
員
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、
も
っ
と
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
大
治
町
の
特
産
品
で
あ
る
赤
し
そ
。

今
年
も
手
作
り
の
「
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
」

を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
っ
と
本
町
の
特
産
品
赤
し
そ
を
広
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
７
月
27
日
は
町
長
選
挙
の
投
票
日
。

町
の
リ
ー
ダ
ー
と
と
も
に
、
議
会
人
と
し
て
町
の
発
展
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
委
員
長　

𠮷
原
経
夫
）

　
　
✖
✖
✖
寄
附
行
為
の
禁
止
✖
✖
✖

　
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
、議
員
な
ど
の
公
職
に
あ
る
人
、

そ
の
候
補
者
や
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
人
は
、
選
挙
区
内
の

方
に
お
金
や
物
品
を
贈
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
海
部
地
方
総
合
防
災
訓
練　

海
部
地
方
総
合
防
災
訓
練　

６
月
１
日

　

国
営
木
曽
三
川
公
園
の
東
海
広

場
で
実
施
さ
れ
た
「
海
部
地
方
総

合
防
災
訓
練
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
や
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
襲

来
を
想
定
し
、
愛
知
県
と
海
部
地

域
７
市
町
村
や
関
係
機
関
が
連
携

し
て
行
う
大
規
模
な
訓
練
で
す
。

　

当
日
は
、
約
70
機
関
・
７
０
０

人
が
参
加
し
、
特
に
注
目
を
集
め

た
の
は
、
倒
壊
建
物
か
ら
の
負
傷

者
救
出
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

緊
急
搬
送
、
ク
ラ
ッ
シ
ュ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
対
策
を
含
む
高
度
な
救
命

処
置
な
ど
を
含
ん
だ
「
特
別
訓
練
」

で
す
。

　

防
災
関
係
機
関
の
高
い
連
携
力
と

専
門
性
を
肌
で
感
じ
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
訓
練

に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
防

災
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
災
害
時

に
町
と
一
体
と
な
っ
て
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
備
え
て
い
き
ま
す
。
今

後
も
引
き
続
き
、
町
民
の
生
命
と
暮

ら
し
を
守
る
防
災
・
減
災
の
取
り
組

み
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

【
参
加
議
員
】   

議
長
・
副
議
長
・
総
務
建
設
常
任
委
員
長
・
海
部

地
区
水
防
事
務
組
合
議
員　

　

か
つ
て
地
域
の
つ
な
が
り
を

育
ん
で
き
た
「
大
治
南
小
学
校

区
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
（
略
称
・
南
小
コ
ミ
）」
が
、

約
２
年
の
休
止
期
間
を
経
て
、

新
体
制
で
再
開
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
た
に
会
長
に
就

任
さ
れ
た
丹
羽
亮
介
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

インタビューインタビュー

まちかどまちかど

№ 76

●
令
和
７
年
度
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

令
和
７
年
度
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会　

５
月
27
日

　

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た

研
修
会
に
は
、
全
国
か
ら
約
２
０
０
０
人

の
正
副
議
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

議
長
が
出
席
し
、
本
年
は
阪
神
・
淡
路

大
震
災
か
ら
30
年
の
節
目
で
あ
る
た
め
、

防
災
・
減
災
対
策
が
テ
ー
マ
の
研
修
を
受

講
し
ま
し
た
。

―
会
長
に
就
任
さ
れ
た
経
緯
を

―
会
長
に
就
任
さ
れ
た
経
緯
を

教
え
て
く
だ
さ
い

教
え
て
く
だ
さ
い

「
誰
も
や
ら
な
い
な
ら
、
自
分

が
や
る
し
か
な
い
」「
子
ど
も

た
ち
や
地
域
の
た
め
に
、
何
か

面
白
い
こ
と
を
や
れ
な
い
か
」

と
い
う
思
い
か
ら
、
″
や
り
た

い
人
が
、
で
き
る
こ
と
を
、
で

き
る
と
き
に
や
る
〟
を
合
言
葉

に
、
新
た
な
体
制
で
無
理
の
な

い
形
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

―
「
は
る
み
な
フ
ェ
ス
」
と
い

―
「
は
る
み
な
フ
ェ
ス
」
と
い

う
名
前
の
由
来
は

う
名
前
の
由
来
は

　

イ
ベ
ン
ト
名
の
「
は
る
み
な

フ
ェ
ス
」
は
、
南
小
コ
ミ
の
メ

ン
バ
ー
が
候
補
を
出
し
合
い
、

南
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
投
票
で
決
定
。

　
「
は
る
」
は
″
大
治
（
お
お

は
る
）〟
の
は
る
、「
み
な
」
は

″
み
ん
な
〟
と
″
南
〟
を
か
け

合
わ
せ
た
地
域
愛
あ
ふ
れ
る
名

前
で
す
。

　

ま
ず
は
、「
南
に
も
お
祭
り

が
戻
っ
て
き
た
ん
だ
」
と
い
う

こ
と
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
感

じ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
が
第

1

歩
で
す
。

―
今
後
、
南
小
コ
ミ
と
し
て
力

―
今
後
、
南
小
コ
ミ
と
し
て
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
活
動
は
あ

を
入
れ
て
い
き
た
い
活
動
は
あ

り
ま
す
か

り
ま
す
か

　

ま
ず
は
何
よ
り
「
は
る
み
な

フ
ェ
ス
」
を
大
成
功
さ
せ
る
こ

と
。
そ
し
て
、
来
年
以
降
も
お

祭
り
を
継
続
し
て
開
催
す
る
こ

と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
だ
け
で

な
く
、
高
齢
者
、
子
育
て
世
代
、

単
身
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
世
代

が
自
然
と
集
ま
れ
る
よ
う
な
場

を
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

―
最
後
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ

―
最
後
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　
「
一
緒
に
″
地
域
の
楽
し
い
〟

を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
」

　

南
小
コ
ミ
で
は
、「
は
る
み

な
フ
ェ
ス
」
を
は
じ
め
、
地
域

を
盛
り
上
げ
る
活
動
に
一
緒
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
る
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　　　　　南小コミ南小コミ　再再始動始動！！

～ 「地域の楽しい」 をもう一度～～ 「地域の楽しい」 をもう一度～

　

立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
は
、

「
南
小
学
校
区
に
だ
け
お
祭
り

が
な
い
の
は
寂
し
い
」「
何
と

か
復
活
で
き
な
い
か
」
と
い
う

子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
声
で
し

た
。
大
治
小
学
校
、西
小
学
校
、

中
学
校
で
は
お
祭
り
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
南
小
学
校
区

だ
け
が
取
り
残
さ
れ
た
状
態
で

し
た
。

　

そ
こ
で
、「
以
前
お
祭
り
を

開
催
し
て
い
た
″
南
小
コ
ミ
〟

を
も
う
一
度
動
か
せ
ば
、
き
っ

と
お
祭
り
が
で
き
る
」
と
考

え
、
再
始
動
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

ご
連
絡
は
こ
ち
ら
か
ら
↓

丹
に わ

羽亮
りょうすけ

介さん

――
1111
月
２
日
に

月
２
日
に

「
は
る
み
な
フ
ェ

「
は
る
み
な
フ
ェ

ス
」
を
開
催
予

ス
」
を
開
催
予

定
と
の
こ
と
で

定
と
の
こ
と
で

す
が
、
ど
ん
な

す
が
、
ど
ん
な

お
祭
り
に
な
る

お
祭
り
に
な
る

予
定
で
す
か

予
定
で
す
か

　

子
ど
も
た
ち

が

楽

し

め

る

ゲ

ー

ム

コ

ー

ナ
ー
や
い
ろ
い

ろ
な
食
べ
物
を

楽
し
め
る
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
の
出

店
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
夜
に
は
、
幻

想
的
な
「
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
」

の
打
ち
上
げ
も
行
い
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
、
温
か
い
お
祭
り
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（三本木地区在住）

しそジュースしそジュース

スカイランタンを南小の夜空へ

　
「
地
域
の
た
め
に
何
か
や
っ

て
み
た
い
」「
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
見
た
い
」「
無
理
な
く

で
き
る
範
囲
で
関
わ
っ
て
み
た

い
」
そ
ん
な
方
大
歓
迎
で
す
！

　

ま
ず
は
、「
は
る
み
な
フ
ェ

ス
」
を
一
緒
に
つ
く
る
と
こ
ろ

か
ら
、
一
歩
踏
み
出
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
く

だ
さ
っ
た
方
は
、
ぜ
ひ
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
と
一
緒
に
、
南
小
学

校
区
に
″
新
し
い
楽
し
さ
〟
を

育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

＊
南
小
コ
ミ
役
員

　

南
小
学
校
区
在
住
・
在
勤
の
方

＊
「
は
る
み
な
フ
ェ
ス
」
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　

校
区
外
の
方
も
歓
迎

フェスの成功に向けて…


